2011/12/10

理科教育法Ⅲ　第3回模擬授業　―地学１―
4班　山本拓海　國永知裕　村山尊紀
対象　理科教育法Ⅲ受講者（高校1年生設定）
日時　2011年12月10日(土)　(10：30~12：00のうち、30分間)

場所　京都府立大学合同講義棟第4教室

1. 本時の単元名

　火成岩の産状と組織
2．本時の教材観(使用する教材に対する考え方)
　マグマが冷え固まってできる火成岩は、冷却時の環境の違いによって組織の形状や大きさ等が異なり、火山岩と深成岩に大別される。本時で扱う単元は、こうした火成岩の成り立ちの違いとそれによる組織の違いを学ばせる単元である。山などの地形は火山活動、隆起、堆積、浸食、断層運動などによって形成される。しかし、どのようにして山が形成されていくのかを実際に目にすることは不可能である。一般的に本単元では、火成岩を手に取って観察するだけの場合が多く、実際に温度の差によって結晶化が異なることを実感しにくい。このため単なる暗記に終わってしまいがちな単元でもある。そこで、本時の授業では火成岩の火山岩、深成岩の形成の違いであるマグマ冷却時の環境を、チオ硫酸ナトリウムを用いて再現する実験を行い、冷却時の温度によって結晶の構造が異なることを実感させる。チオ硫酸ナトリウムはハイポと呼ばれ、観賞魚用水のカルキ抜き剤に用いられる。取り扱いも容易で、短時間で結晶化するため適した教材であると言える。
また、各火成岩を産出する二つの山を例に、我々が暮らす京都がどのように形成されたのかを紹介し本単元と関連付けて説明することによって、火成岩の知識、理解を深める。
3．本時の指導観(教え方、内容)
　日本の景色の中でも、山は特徴的な風景の一部であるとともに、山から採れる鉱物は古くから我々の暮らしを支えてきた。しかし、こうした山々が実際にどのようにして形成されたのかを知っている人は少ないと考えられる。そこで、本時では山の形成の要因の一つである火山活動を岩石に着目して授業を展開する。具体的には形成過程の異なる京都の二つの山（田倉山、大文字山）から採集した火山岩（玄武岩）と深成岩（花崗岩）を配り、実際に組織の違いを観察させる。同じ火成岩でも組織の違いが何に由来しているのかを考えさせる。
実験では、実際に温度の違いによって結晶化の度合いが異なることを、チオ硫酸ナトリウム（通称：ハイポ）を用いて確認する。ハイポを溶かした溶液を冷水、ぬるま湯にそれぞれ冷却することによって結晶の大きさが異なることを確認する。実験時に反応を待つ時間があるため、その間に火成岩の産状についての板書を行う。
最後に、まとめとして本時の授業で取り上げた玄武岩と花崗岩を産出する二つの山に採石に行った時のスライドを見せ、実際にそれぞれの山がどのようにして形成されたかを視覚的に説明することで一層理解を深めたい。
4．本時の目標
　・京都の山から採集してきた火成岩の産状の違いを体感する。
　・火山岩、深成岩の組織の違いがマグマ冷却時の温度の違いによるものだということをチオ硫酸ナトリウムを用いた実験で確認する。
　・火山岩、深成岩を採取してきた山が実際にどのようにして形成されたかを学び、我々が暮らす京都の地質は均一ではなく、形成の歴史と深い
5．本時の準備物

ハイポ結晶
プラスチックチューブ（一人2本）
ビーカー
熱湯

氷

6．展開計画
	段階
	学習内容
	教師の活動
	生徒の活動
	留意点

	出席

(1分)
	
	○挨拶
○出席の確認
	○挨拶
	

	導入

(5分)

	山の形成と火成岩について


	○山から採集してきた2種類の岩石（火成岩）を生徒に配布
○岩石の違いを質問
	○岩石を触り、違いを調べる
	

	展開

(30分)


	結晶化と温度の実験(準備5分)
(観察5分)
実験結果についての各班の結果
	○実験器具の配布

○ハイポ、手順の説明

○実験開始の指示

○反応待ちの間に火成岩についての説明(板書or 配布資料)
○実験の結果を各班に聞いてまとめる


	○説明を聞く
○冷却する水の温度の確認

○冷却ができているかの確認

ノートに書く
	溶液をこばしたりないように注意喚起
しっかりと冷却できているかの確認



	まとめ
	実験の振り返りと確認
○京都の地質と山の形成

	○温度が低い時と温かい時の違いについての結果と火成岩の説明を関連付けて説明

○導入に使った岩石の産状京都の山との関連付け
	
	


7．本時の評価

　・配布した二つの火成岩を手に取り観察することで火山岩の組織の違いを実感することができたか。
　・火成岩の組織の違いは冷却温度の違いであることを理解できたか。

　・ハイポを使った実験によって、冷却温度の違いによって結晶の大きさが異なることを理解できたか。
　
8．板書計画

火成岩の産状と組織





鉱物a：黒い、均一等（予想回答）


鉱物b：白い、つぶつぶ等（予想回答）　　　　組織の違いは冷え方の違い


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハイポを使った実験で確かめよう





結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　


冷やし方　�
結晶�
�
急激�
固まりが広がった、小さい�
�
ゆっくり�
大きなつぶつぶができた�
�
　　　　　　　　　　　　（予想回答）





火成岩・・・マグマが冷え固まったもの


　　火山岩：斑晶と石基から成る（斑晶組織）


地表近くで急速に冷やされてできる


深成岩：大きめの結晶からなる（等粒状組織）


地中深くでゆっくり冷やされてできる








